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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文はタケ科植物に寄生するサビキン目（Uredina1es）プクシニア科のP鮒〃α属菌について主

として形態的研究を行い現在までの分類にっいて再検討を行った。さらに各種の寄主植物。地理的

分布を明らかにし雪タケ科植物に寄生する肋60〃α属菌のモノグラフを作成したものである。

　その概要は次の通りである。

　本研究では全世界よりタケ科植物に寄生する肋㏄〃α属菌の多くの標本を収集しヨこれらの形態

観察を行い、種の分類基準の検討を行った。

ユ）タケ科植物に寄生する肋06〃α属菌の形態および分類基準についての検討

　タケ科植物に寄生する肋66伽α属菌の各胞子世代の約39の諸形態について詳細な観察を行い、そ

の比較研究を行った。その結果ヨ供試した標本上の精子1さび胞子世代は寄主植物、採集場所に関

わらず類似した形態を有しラ精子1さび胞子世代において分類形質として用いられる形態的性質は

認められなかった。夏胞子1冬胞子世代においてラ従来ヨ種の分類形質として用いられていた形態

的性質の中で害夏胞子の大きさヨ夏胞子被膜の厚さは種内において安定ではなく害種間においても

有意な差異が認められなかったためラ分類形質として無効であることが明らかになった。冬胞子の

表面構造については従来観察が不十分であったが，本研究で平滑型。細洗型、網目型が存在するこ

とが明らかになった。また冬胞子側部の被膜の厚さについては従来重視されていなかったがヨ本研

究で冬胞子側部の被膜の厚さは均一なものと不均一なものがあることが観察された。以上のことか

ら雪本研究では里①夏胞子堆内の糸状体の有無，②糸状体の隔壁の有無写③夏胞子の形冒④冬胞子
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の形および大きさ，⑤冬胞子先端部の形ラ⑥冬胞子中隔部の縫れの有無、⑦冬胞子先端部被膜の厚

さ、⑧冬胞子側部の被膜の厚さ冒⑨冬胞子被膜の表面構造ヨ⑩一室冬胞子の有無の形態的性質を種

の分類基準にして、タケ科植物に寄生する肋66〃α属菌をP〃舳伽α物θ，P肋吻∫肋妙ooZα，P

刀舳舳物舳ゐ，P脇伽α㈱乞∫，R肋∫伽0えP尾ω伽加加㈱ゐ，P／0〃功0閉乞∫，P榊伽物舳紅P

舳φ・伽げη幼・…タ6鰍P助〃・∫肋伽狐P∫α∫αθ，P∫・∫牟・／α，P∫鰍脇θ，〃㈱伽P

兇α肋o吹舳α，肋06加あsp．一1，肋o伽あsp．一2，P舳〃αsp．一3の五9種に生理した。これらの内ヨ

肋06〃αsp．一1，P鮒〃αsp．一2，肋66加あsp．一3は新種として記載した。また事夏胞子世代が不

明であったP肋吻∫肋砂60Zαは本研究で初めて夏胞子世代を明らかにした。

2）タケ科植物に寄生する肋06伽あ属菌の異種寄生性

　タケ科植物に寄生にする肋60〃α属菌の異種寄生性を解明するためにヨ　P　脇ωα㈱ゐ，P

尾㈹〃oえP／o昭タooγ桃，P刎伽狗舳紅P助〃o∫肋んψ∫の冬胞子を用いて接種試験を行った結

果ラR脇ωα刎∫云∫はバイカウツギ（P肋肋ψ肋∫∫ぬ舳タ）上で精子1さび胞子世代を経過するこ

とを本研究で初めて明らかにした。またラP肋舳oケとP　lo破60γ〃∫の両菌ともウツギ（肋肋乞α

6榊肋）上でラまたP〃加物舳ま∫はマンサク（肋舳舳／乞∫切伽ケoα）上で精子1さび胞子世代を

経過することが再認識された。

3）タケ科植物に寄生する助06〃α属菌の寄主植物およびその地理的分布

　標本観察および文献から官19種の寄種植物およびその地理的分布の整理を行った。

その結果寄ル舳∂伽加α属，扮α吻S肋妙〃棚属ヨホウライチク属（B舳6㈱α），マチク属（D脈

みooαZ舳鮒）夢マダケ属（P妙〃o∫肋伽）、ナリヒラダケ属（∫㈱ケα閉〃加α肋）ヨトウチク属（∫肋oろo脇一

肋∫α）ヲメダケ属（P肋oろZ㏄眺）ヨアズマサザ属（Sα∫αθ肋）ヨヤダケ属（P∫θ〃o∫㏄α）。ススダケ属

（So∫舳oゆ肋）ヨササ属（Sα∫α）害の12属はこれらのさび菌の寄主檀物となっていることか明らかに

なった。その中でハチク（肋〃o∫肋伽∫κな〃Var．ゐ刎o泌）ヨクロチク（P〃伽αVar．〃な〃）の

2種はPろ舳伽肋伽ooZαのヨススダケ（Sα∫舳oゆ肋ろoκθα脆var．borea1is）はP脇ωα㈱ゐ

の曾キボウシノ（P肋oろZ孤桃尾oゐ〃閉αθ）ヨ　ヒゴメダケ（P尾oゐ〃刎αθf．ゐなo刎曲）、シブヤザ

サ（P∫肋妙α舳∫）、オウゴンカムロザサ（P〃倣∫肋α肋∫，f．o乃η∫o助〃〃∫）、ラッキョウヤダケ

（Psθ”o∫α∫α切o肋αvar．鋤左∫舳肋α）ヨジョウボウザサ（S脳αZZα肋6肋㈱乞∫）の6種はR

肋∫α〃oケのヲシコタンザサ（S孤αツ励挽oθ犯∫ゐVar．∂勿α妙θ〃勉）はP榊伽狗舳ゐの蓼D脇伽06αZα榊㈱

㈱θγ〃Zα鰍∫ラハンチク（P伽〃o∫左α6伽∫πな〃Var．肋肌〃肋）争　ウモンチク（P〃な〃Var．加刎〃S

f．ろoη伽α）ラクロチク（P　〃な㎜var．〃を〃）ヨモウソウチク（Rμろ鮒燃）の5種はヨR

肋〃o∫肋伽必のそれぞれ新寄主植物であることを明らかにした。

　地理的分布については雪18種はアジアヨ2種は北アメリカ（アメリカ合衆国）に分布しており里

ヨーロッパヨアフリカラオセアニアには分布していないことを明らかにした。その中で，Pろ舳伽吻一

〇伽ooZαは中国でのみ報告されていたが冒本研究で日本にも分布していることが明らかになった。P

／o〃ψo〃∫，R〃か物舳ゴ∫は日本のほか、中国にも分布していると報告されたが害本研究では両菌

の中国での分布を確認することができなかった。またラフィリピンにP助〃o∫肋伽挑が分布する
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ことを明らかにした。さらに雪R椛伽ooo〃o肋αは日本に分布すると報告されていたが里本研究で日

本に分布していないことを明らかにした。

審　　査　　の　　要　　旨

　タケ科植物に寄生するさび菌の分類学的研究は今まで多くの研究者により行われてきたが事断片

的研究が大部分であった。

　本論文はそれらさび菌のうちP鮒加加属菌について著者の採集および世界各国の標本庫よりのタ

イプ標本を含む約800点の標本を供試し芽従来用いられていた分類形質および走査方電子顕微鏡等を

用いて明らかにした新しい分類形質にっいて検討した結果雪10の形態的形質を種の分類に用いるの

が妥当であることを結論した。これに従い事世界に分布するタケ科植物に寄生する肋66械α属菌を3

新種を含め五9種とした。

　本研究は著者の優れた着想と細密で粘りづよい研究によるもので高く評価され芽これによって得

られた知見は今後さび菌分類学の分野のみならず理応用面ラ特にタケ科植物の防疫上でも大きく貢

献するであろう。

　よって纈著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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